
4年　後期

開講形態 時間数 単位数 2

※出席状況は毎時のリアクションペーパーにより確認する。

[教科書]

指定なし

授業概要

3.1.2.を通じて、援助者としての姿勢と自己の死生観を明確化する。

緩和ケアの概念並びに患者とその家族が抱える全人的苦痛・苦悩を理解し、緩和に向けて必要な
ケアを実践するための看護上の知識を学習する。また、事例を通して、病とともに生きる人々と
その家族の体験を理解し、全人的な看護実践に向けて適切に援助を提供する方法を検討する。そ
して、一連の学習過程を通じて、援助者としての姿勢と自己の死生観を明確化する。

ＧＩＯ（一般目標）

4.その他：必要に応じて授業の中で紹介する。

8.緩和ケアに関する事例検討や講義、演習を通じて、援助者としての姿勢と自己の死生観を明確
化する。

5.緩和ケア領域における倫理的諸問題や課題を理解し、看護支援を思考・討議する。

2.梅田恵、射場典子：緩和ケア、改訂第2版、南江堂、2018.

教科書・参考書・視聴覚・その他の教材

6.緩和ケア認定看護師の役割と実践を理解する。

成績評価の方法

2.臨床看護実践上で用いる理論やモデルを概観・理解し、対象理解に活用する。

3.発達段階や病期、疾患により異なる全人的苦痛と苦悩を理解する。

3.鈴木志津枝：緩和・ターミナル看護論、ヌーヴェルヒロカワ、最新版.

7.緩和ケアにおける地域連携の実際を理解する。

[レポート] 70%
[プレゼンテーション] 10%
[受講態度(出席状況を含む)] 20%（毎回の授業への取り組み姿勢、ディスカッション内容等）

[参考書]

1.恒藤暁、内布敦子：系統看護学講座別巻　緩和ケア、医学書院、最新版.

4.対象の全人的理解に基づき、苦痛緩和に向けた看護の方法を検討・討議する。

授業科目名 緩和ケア論 担当教員

教授　　若崎淳子・橋本龍樹
准教授　秋鹿都子
講師　　伊藤奈美
助教　　井上和子　他

1.緩和ケアの概念を理解する。

ＳＢＯ（行動目標）

1.緩和ケアの概念並びに患者とその家族が抱える全人的苦痛・苦悩を理解し、緩和に向けて必要
なケアを実践するための看護上の知識を学習する。

2.事例を通して、病とともに生きる人々とその家族の体験を理解し、全人的な看護実践に向けて
適切に援助を提供する方法を検討する。

開講年次及び学期 必修・選択の別 選択

講義 30



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

回数 授業日 時　間 内　　　　　容 学習形態 担　当

1 10月1日(火) 13：00～14：40
ガイダンス
死生観の意識化-自己(個)として・看護者として-
緩和ケアとは(概論)

講義 若　崎

2 10月8日(火) 13：00～14：40 高齢者の緩和ケア 講義 伊　藤

3 10月29日(火) 13：00～14：40 高齢者の緩和ケア-エンドオブライフケアを中心に- 講義・演習 伊　藤

4 11月5日(火) 13：00～14：40 小児の緩和ケア　その1 講義・演習 秋　鹿

5 11月6日(水) 10：25～12：05 小児の緩和ケア　その2 講義・演習 秋　鹿

6 11月12日(火) 13：00～14：40
がん患者の緩和ケア
がん患者の理解と主要な概念・理論

講義 若　崎

7 11月19日(火) 13：00～14：40
終末期の鎮静
緩和ケア領域における倫理的諸問題・課題の理解と対応

講義・演習 若　崎

8 11月26日(火) 13：00～14：40 慢性的な機能障害のある患者の緩和ケア　その1 講義 井 上

9 11月28日(木) 8：30～10：10 慢性的な機能障害のある患者の緩和ケア　その2 講義・演習 井 上

10 12月3日(火) 13：00～14：40 緩和ケア認定看護師の役割と活動 講義
緩和ケア認
定看護師

11 12月6日(金) 16：50～18：30 こころと緩和ケア 講義 橋本龍

12 12月10日(火) 13：00～14：40 緩和ケア認定看護師の実践とチーム医療 講義
緩和ケア認
定看護師

13 12月17日(火) 13：00～14：40 緩和ケア～地域連携をつむぐ～ 講義
地域医療連
携センター
MSW

14 12月24日(火) 10：15～11：45 まとめ／自己の死生観の明確化 講義 若　崎

教室： N12

※非常勤講師等の都合により、時間変更あり。

授業計画


